
学校教育に関するアンケート（生徒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期とほぼ同じ結果であった。あまりそ

う思わないと感じている生徒も変化がない

ため、今後も生徒理解に努め、信頼関係を

構築していく。 

肯定的評価が１学期と比べ、若干減ったが

95％以上と高い。今後も生徒が分かる授業

を工夫していく。 

ほぼ１学期と同じ結果であった。否定的評

価も 10％いることを踏まえ、いじめや不登

校の対応に努めていく。 

肯定的評価が 90％を超えているため、学校

の対応に納得している生徒が多い。今後も

生徒が納得のいく指導に努めていく。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肯定的評価が 95％を超えているが、そう思

わないと回答した生徒もいたため、今後も

丁寧な情報発信に努めていく。 

肯定的評価が 95％を超えている。２学期は

様々な行事で保護者や地域の方に足を運ん

でもらえたことがよかった。 

１学期とほぼ同じ結果であった。２学期は

自転車の乗り方の指導や予告なし避難訓練

の実施などに取り組んだ。 

 

２学期は体育大会での縦割り班活動や人権

集荷で人権学習が行われるなど、より良い

人間関係づくりについて考える機会が多か

ったことが高評価の要因と考える。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学期と同じく、肯定的意見の回答が 90％

と高い。生徒自身にとって、充実した活動

になっていると思われる。 

若干減ったが約 15％の生徒が否定的な回

答をしており、課題であると感じている。

生徒が登校したいと思えるような学校にな

るように努めていきたい。 

身だしなみやあいさつについて、生徒の意

識は高い。校則の見直しに生徒が関わるこ

とで、決まったきまりを守ろうとする意識

の向上を図りたい。 

１学期に比べ、否定的な回答が若干増えた

ことが課題である。３年生は高校入試、１，

２年生は学年末テストに向けて、学習意欲

を高めていきたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（要望事項） 

・ 室内での防寒着について意見がありました。この件は今年の校則検討委員会で上がっ

ていましたので、その結果が回答となります。 

 

１学期とほぼ同じ結果となった。長時間ゲ

ームや携帯電話を使用することによる、学

習や健康への影響について啓発を続けた

い。 

１学期とほぼ同じ結果であった。今後も家

庭とも連携して改善を図っていきたい。 

 

 

 

肯定的評価が多い。今年度はＮ－１グラン

プリを実施し、委員会ごとに新聞を取り入

れた活動に取り組んでいる。学年をこえて

協力して１つの作品を作る活動は、人間関

係づくりにも役立っている。 


